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木促法に基づきかごしま材活用協定締結 ! 
鹿児島県は 1月 17日、民間建築物における木材利用を促進する事を目的に、鹿児島県林材協

会連合会及び、山佐ホールディングスグループと建築物等における県産材の利用促進に関す

る協定を締結しました。林材協会は県産材の普及活動や JAS 製品などの安定供給体制構築な

どを行っているが、認証取得促進や普及拡大の取り組みを強化し、木育などの活動を積極的

に行うと共に、木材利用の優良事例などの情報発信にも力を入れていく。山が持続可能な成

長(SDGs)を達成する為にも木材の利用拡大は大事ですね。 

山佐グループは林業から建築まで一気通貫したビジネスモデルを確立する。 

住宅用断熱材は何を使っていますか ？ 
先日、ある断熱材メーカーから「成型断熱材の寸法カットはできませんか？」と問い合わせ

がありました。「ニクロム線で切断するような発砲フォーム系は出来ません」と返事した。 

住宅の断熱材については不勉強だったので断熱材の特徴と工法について調べてみました。 

① 無機繊維系……昔からよく見られるグラスウール、ガラス繊維を綿状にしたもので防湿シ

ートにくるまれたものが多い。湿気や重みでズレたり、腐食、白蟻被害などが起こりやす

い。ロックウール等も含まれる。 

② 木質繊維系……セルロースファイバー。古紙や新聞紙などを利用する。木材チップを袋詰

めした物もある大学で研究されていた。結露は防ぐが、カビが発生する可能性もある。 

③ 天然素材系……羊毛や炭化コルクが利用される。一般的に高価 

④ 発泡プラスチック系……隙間を埋める事で断熱性が優れる。現場施工とパネル状に成型し

たものがある。 

住宅用断熱材にもいろいろあり、コストや工法、特徴に合わせ選択する必要がありそうです。

25年度からの省エネ基準義務化に向けて断熱性能と工法について学びたいものです。 

【情 報】  

「JAS認証に関するセミナーが開催されます！ 

JAS製品が求められる中、県内の製材所を中心に「JAS研究会」が始まっています。 

しかし、JAS 認証工場には検査や認証取得・維持の手数料など多大

の経費がかかる割には製品価格には反映されていないという事で、

認証工場は増えていません。今回は全木連より講師を迎え、JAS 認

証のプロセスや、品質管理、JAS認証コストなどの話があります。 

期 日；令和 5年 3月 17日（金） 13:00～16:00 

場 所；鹿児島県工業技術センター 大会場 

講 師；一般社団法人 全国木材検査・研究協会 小澤専務理事 

会 費；無料、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ、ﾒｰﾙ、FAX（0995-64-2111）から申込 

【定休日】 

3 月は 3,11,12,18,19,25,26日 

4月は 1,2,8,9,15,16,23,30日（暫定）となります           

   宜しくお願いします                    薩摩川内市・平佐城桜まつり  

（お問い合わせは、お客様サービス係の束野まで） 

https://www.yamatomokuzai.co.jp/

